
定員
50 名

生物多様性保全に取組む
仲間と出会える

参加費
無料

　滋賀県は、2030 年までに生物多様性の損失を食い止め、回復に向かう「ネイチャーポジティ
ブ」の実現を目指し、県内の企業・地域団体・行政機関等の情報交換の場として「しがネイチャー
ポジティブネットワーク」を設立しました。
　同ネットワークの取組として、龍谷大学様の協力のもと、2024
年に環境省の、2025 年に環境省・農水省・国交省の地域生物多
様性増進法に基づく「自然共生サイト」に認定された「龍谷の森」
の現地見学会および県内で生物多様性保全に取組む企業や地域団
体が集まる意見交換会を開催します。現地で実践を学び、得た気
づきを共有することで、県内の取組みをさらに広げ、ネイチャー
ポジティブの実現へ共に歩みを進めましょう。

・対  象  者　企業、地域団体、行政機関等、生物多様性保全に少しでも興味のある方々
・定　　員　50 名（参加費無料）
・集合場所　龍谷大学 瀬田キャンパス REC ホール 1 階「小ホール」
・集合日時　2025 年 11 月 17 日（月）
　　　　　　現地見学会　10：00    （受付 9：40 開始）
　　　　　　意見交換会　13：00    （受付 12：40 開始）

・申込方法　右の QR コードからアクセスし、お申込ください。
　　　　　　定員に達し次第、受付を終了します。

11　  17　
瀬田キャンパス
龍谷の森／ REC ホール

龍谷大学
現地見学会  10:00~12:00
意見交換会  13:00~15:00

月 日 月

ネイチャーポジティブの実現に向け
一緒に生物多様性保全の活動をはじめませんか。

開
催
日

場
　
所

主　　催　滋賀県
協　　賛　龍谷大学
問合せ先　滋賀県 琵琶湖環境部 自然環境保全課　窓口：武馬　077-528ｰ3483

（いずれかの参加も可能です）

募集締切　2025 年 11 月 10 日（月）

しがネイチャーポジティブネットワーク

ネイチャーポジティブの実現に向けた

生物多様性関連イベント

※ネイチャーポジティブとは「自然を回復軌道に乗せるため、生物多様性の損失を止め、反転させる」ことを意味しています。

自然共生サイト登録に
向けたヒントが得られる

現地見学会 ＆ 意見交換会

申込フォーム

しがネイチャーポジティブネットワーク



プログラム

説明者

龍谷の森

アクセス

注意事項

イベント名 説明者／講演者

現地見学会 龍谷大学 先端理工学部環境科学課程
准教授　横田 岳人 氏

意見交換会

プログラム

龍谷大学「龍谷の森」散策

・現地見学会・意見交換会への参加は、公共交通機関をご利用ください。
・天候やその他の事情により、当日、プログラムを変更する場合があります。
・荒天等により中止する場合は、申込時に記載いただいた電話番号または E メールに
　連絡をさしあげます。
・体調不良の方は参加をご遠慮ください。
・昼食はご持参いただくか、大学の食堂・コンビニエンスストア等をご利用ください。
・現地見学会では 1 時間ほど森の中を散策しますので、野外活動（長袖長ズボン、歩きやすい靴、帽子、軍手等）　
　ができる服装でお越しください。 また、ハチが寄ってくる可能性があるため黒っぽい服装は避けてください。
・必要に応じて、雨具や飲み物もご持参ください。
・当日はスタッフの指示に従ってください。安全確保のためご協力をお願いいたします。

JR 琵琶湖線「大津」駅下車、近江鉄道バス約 20 分 ＜直行便＞
JR 琵琶湖線「瀬田」駅下車、帝産バス約 8 分

横田  岳人　　龍谷大学先端理工学部環境科学課程准教授　
                                 　　  名古屋大学大学院農学研究科修了　博士 ( 農学 )

　専門は森林生態学・自然環境保全。森林の生産性と更新に及ぼす動植物の相互作用
をテーマに、森林生態系のバランスと持続可能性の両立に向けた研究を行っている。

Yokota Taketo

＊自然共生サイト：ネイチャーポジティブの実現と「30by30」目標（2030 年までに陸と海の 30％以上を保全）の達成に向けて、民間や地域の保全エリアを環境省が公的に認定する制度

パネルディスカッション等を交えた意見交換

・龍谷大学 先端理工学部環境科学課程
　准教授　横田 岳人 氏
・しがネイチャーポジティブネットワーク
　参加企業･団体

　龍谷大学瀬田キャンパスに隣接する「龍谷の森」は、2024 年
3 月 18 日、関西の私立大学として初めて環境省の「自然共生サ
イト    」に認定され、2025 年には地域生物多様性増進法に基づ
く「自然共生サイト」としても認定されました。
　約 38 ヘクタール（東京ドーム約 6.7 個分）の面積を持ち、コ
ナラやアカマツが優占する針広混交林の二次林からなる、近畿
地方を代表する典型的な里山林です。
　多様な動植物が生息し、希少種も確認されてい
ます。学生によるフィールドワーク実習や、地域
住民と連携した保全・環境教育活動が継続的に行
われています。 龍谷の森サイト

講演「（仮称）ネイチャーポジティブの実現に向けて  
～ネイチャーポジティブと経営の関係とは～」

滋賀銀行 サステナブル戦略室
サステナブル推進グループ長　宇佐見 剛 氏

＊

バス停バス停 REC
ホール


